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高知大学では、すべての学生と教職員が利用できる

LMS(Learning Management System)としてオープン

ソースの Moodle を用いた「高知大学 moodle」を導入

している。この高知大学 moodle は、2013年度から始

まった『四国における e-Knowledge を基盤とした大

学間連携による大学教育の共同実施(知プラ e)事業』

を実施するために導入され、現在も知プラ e 科目を提

供するプラットフォームとして利用されている。ま

た、高知大学 moodle は、非同期型を中心としたオン

ライン授業のためのプラットフォームとしても利用さ

れている。2019年度より高知大学 moodle は、毎年主

に授業などの利用を想定した年度ごとに更新される単

年度版と、主に学内の情報共有のための利用を想定し

た連年度版の２つのシステムが提供されている。本レ

ポートは、2020年度(2020年４月１日～2021年３月31

日)の単年度版高知大学 moodle の利用状況を報告す

るものである。

１．コースの利用状況
表１に2020年度の moodle 上で公開されたコースに

ついて報告する。
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表 1. 学部等別の科目の moodle 利用率・登録ユーザの利用率(下段：2019年度実績)

2020年度
moodle

準備科目数
(A)

moodle
利用科目数

(B)

moodle
利用率
(B/A)

利用科目への
登録ユーザ数

(C)

科目にアクセス
したユーザ数

(D)

登録ユーザ
の利用率
(D/C)

共通教育科目 547 334 61.1% 31,062 21,042 67.7%
(553) (57) (10.3%) (4,445) (3,645) (82.0%)

人文社会科学部／人文学
部専門科目

548 205 37.4% 14,240 9,533 66.9%
(603) (17) (2.8%) (712) (462) (64.9%)

教育学部専門科目 854 260 30.4% 13,182 8,594 65.2%
(941) (34) (3.6%) (756) (635) (84.0%)

理工学部専門科目／理学
部専門科目

400 270 67.5% 18,500 12,127 65.6%
(418) (50) (12.0%) (3,065) (2,561) (83.6%)

医学部専門科目 310 175 56.5% 21,569 14,231 66.0%
(317) (47) (14.8%) (3,906) (3,558) (91.1%)

農林海洋科学部専門科目
／農学部専門科目

616 248 40.3% 13,605 9,090 66.8%
(631) (37) (5.9%) (1,605) (1,468) (91.5%)

地域協働学部専門科目 129 14 10.9% 991 626 63.2%
(108) (1) (0.9%) (72) (48) (66.7%)

土佐さきがけプログラム
専門科目

89 32 36.0% 475 295 62.1%
(110) (15) (13.6%) (180) (98) (54.4%)

全学開設科目 7 1 14.3% 39 38 97.4%
(7) (0) (0%) (0) (0) (---)

学部生対象科目合計※ 3,500 1,539 44.0% 113,663 75,576 66.5%
(3,688) (258) (7.0%) (14,741) (12,475) (84.6%)



(Ａ）moodle 準備科目数は、高知大学で開講されてい

る全授業科目（シラバスに掲載された科目）及び、

「その他」・「オープンコンテンツ」・「講習・研修

用」の科目（シラバス掲載外の科目）を加えた数

である。本学では moodle を利用したいと思う

教員がいつでも利用を開始できるよう、履修登

録期間に合わせ、学期ごとの授業科目データ・授

業担当教員データ・履修学生データを moodle 上

に登録している。なお、各コースに登録された

ユーザが当該コースを利用するには、コースを

公開する必要がある。

(Ｂ）moodle 利用科目数は、実際に公開されたコース

数である。

(Ｃ）利用科目への登録ユーザ数は、（Ｂ）に登録され

たユーザ数の合計である。この数は教職員・学

生を区別していない。同一のユーザが複数の科

目でカウントされる可能性がある延べ数である。

(Ｄ）科目にアクセスしたユーザ数は、moodle にログ

イン後、各リソースに対してなんらかの操作を

行ったことのあるユーザ数を示している。同一

のユーザが複数の科目でカウントされる可能性

がある延べ数である。

※学部生対象科目は、通常科目合計から大学院を対象

とするカテゴリーを除いて集計している。

※※通常科目合計は、その他、講習・研修用、オープ

ンコンテンツのカテゴリーを除いて集計している。

※※※その他には、管理者用テストコースなどが含ま

れる。
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人文社会科学専攻
(修士課程大学院科目)

41 4 9.8% 11 7 63.6%
(10) (0) (0%) (0) (0) (---)

教育学専攻
(修士課程大学院科目)

616 11 1.8% 46 39 84.8%
(682) (2) (0.3%) (7) (6) (85.7%)

理工学専攻／理学専攻
(修士課程大学院科目)

462 60 13.0% 731 557 76.2%
(467) (8) (1.7%) (82) (76) (92.7%)

医科学専攻
(修士課程大学院科目)

188 12 6.4% 234 126 53.8%
(172) (2) (1.2%) (32) (20) (62.5%)

看護学専攻
(修士課程大学院科目)

93 22 23.7% 257 178 69.3%
(74) (1) (1.4%) (8) (1) (12.5%)

農林海洋科学専攻／農学
専攻
(修士課程大学院科目)

1,264 31 2.5% 470 349 74.3%

(927) (1) (0.1%) (6) (6) (100.0%)
地域協働学専攻
(修士課程大学院科目)

34 0 0 0 0 ---
(0) (0) (---) (0) (0) (---)

土佐さきがけプログラム
(修士課程大学院科目)

8 0 0 0 0 ---
(22) (0) (0) (0) (0) (---)

その他
(修士課程大学院科目)

32 0 0 0 0 ---
(27) (0) (0) (0) (0) (---)

教職実践高度化専攻
(専門職学位課程大学院科目)

199 48 24.1% 565 305 54.0%
(200) (17) (8.5%) (221) (104) (47.1%)

応用自然科学専攻
(博士課程大学院科目)

212 3 1.4% 10 6 60.0%
(210) (0) (0%) (0) (0) (---)

医学専攻
(博士課程大学院科目)

403 17 4.2% 422 179 42.4%
(388) (2) (0.5%) (66) (38) (57.6%)

黒潮圏総合科学専攻
(博士課程大学院科目)

60 4 6.7% 44 33 75.0%
(95) (0) (0%) (0) (0) (---)

その他
(博士課程大学院科目)

0 0 --- 0 0 ---
(0) (0) (---) (0) (0) (---)

大学院対象科目合計 3,612 212 5.9% 2,790 1,779 63.8%
(3,274) (33) (1.0%) (422) (251) (59.5%)

通常科目合計※※ 7,112 1,751 24.6% 116,453 77,355 66.4%
(6,962) (291) (4.2%) (15,163) (12,726) (83.9%)

講習・研修用 33 29 87.9% 54,022 8,786 16.3%
(14) (13) (92.9%) (29,933) (2,862) (9.6%)

オープンコンテンツ 2 2 100.0% 0 0 ---
(2) (2) (100.0%) (0) (0) (---)

その他※※※ 12 8 66.7% 54 35 64.8%
(6) (5) (83.3%) (10) (9) (90.0%)



結果
2020年度は、コロナウイルスの感染拡大のため、通

常の授業の大半がオンライン授業として実施されるこ

ととなった。高知大学では第１学期の授業は、すべて

の講義・演習科目がオンライン授業として実施すると

いうガイドライン１）が公表された。また、第２学期

の授業も、初年次教育科目以外の共通教育科目は非同

期型オンライン授業での実施が原則とされ、新型コロ

ナウイルスの感染が再拡大した12月14日以降は、すべ

ての講義・演習科目がオンライン授業に移行した。こ

のような状況の下、高知大学 moodle の利用は、2019

年度から飛躍的に伸びた。

2020年度の高知大学 moodle の利用拡大は表１に如

実に反映されている。通常科目の moodle 利用率は、

2019年度の4.2% に対して24.6% となり、特に共通教

育では61.1%、学部生対象科目では44.0% と、2019年

度から顕著に増加している。学部専門科目では、理工

学部と医学部で50% を超え、地域協働学部では他学部

と比べると低い10.9% となり、人文社会科学部、教育

学部、農林海洋科学部、土佐さきがけプログラムでは、

30～40% 程度であった。大学院での moodle 利用率

は、5.9% となり2019年度の1.0% からは大きく伸びた

ものの、学部生対象科目と比較すると少ない結果と

なった。専攻別にみると、教職実践高度化専攻、看護

学専攻で20% を超え、理工学専攻／理学専攻で10% を

超えていた。

利用科目への登録ユーザ数は、通常科目合計で見る

と2019年度の7.7倍となっており、利用科目数の6.0倍

よりも大きく伸びていた。

「登録ユーザの利用率(公開されたコースに登録さ

れたユーザが実際にコースにアクセスした割合)」は、

通常科目で見ると2019年度の0.79倍と減少した。大学

院対象科目では1.1倍であったが、学部生対象科目で

はほとんど全ての区分で減少していた。

２．アクセス状況
表２に2020年度のユーザ種類別の利用率・ログイン

回数・アクセス数について報告する。なお、2019年度

－ 91 －

表 2. 2020年度ユーザ種類別の利用率・ログイン回数・アクセス数（下段：2019年度実績）

2020年度 合計 本学学生 本学教職員 連携大学ユーザ

ユーザ数(E) 8,982 5,557 3,034 391
(8,875) (5,606) (3,064) (205)

ログインしたユーザ数(F) 8,588 5,230 2,989 369
(6,583) (4,074) (2,322) (187)

利用率(F/E) 95.6% 94.1% 98.5% 94.4%
(74.2%) (72.7%) (75.8%) (91.2%)

延べログイン数(G)

1学期 990,512 913,713 72,821 3,978
(108,223) (98,438) (7,473) (2,312)

2学期 773,466 707,066 63,219 3,181
(78,615) (68,960) (8,850) (805)

通年 1,763,978 1,620,779 136,040 7,159
(186,838) (167,398) (16,323) (3,117)

延べアクセス数(H)

1学期 19,542,460 16,906,559 2,519,450 116,451
(1,901,927) (1,352,848) (485,047) (64,032)

2学期 14,961,431 12,947,605 1,949,358 64,468
(1,201,950) (818,458) (367,461) (16,031)

通年 34,503,891 29,854,164 4,468,808 180,919
(3,103,877) (2,171,306) (852,508) (80,063)

ログインしたユーザ数あたりのアクセス数
(H/Ｆ)

4,017.7 5,708.3 1,495.1 490.3
(471.5) (533.0) (367.1) (428.1)

ログインあたりの

アクセス数(H/G)

1学期 19.7 18.5 34.6 29.3
(17.6) (13.7) (64.9) (27.7)

2学期 19.3 18.3 30.8 20.3)
(15.3) (11.9) (41.5) (19.9)

通年 19.6 18.4 32.8 25.3
(16.6) (13.0) (52.2) (25.7)



までの利用状況レポートではユーザ数を母数にして

「ユーザ数あたりのアクセス数」を掲載していたが、本

年度よりログインしたユーザ数を母数に変更して「ロ

グインしたユーザ数あたりのアクセス数」を掲載して

いる。

(Ｅ）ユーザ数は、以下の３種に分けた。

本学学生ユーザ……本学「学生統計要覧」の学生

数（各年度５月１日時点）である。

本学教職員ユーザ……本学学術情報課が有する

有効ユーザ数（各年度５月１日時点）である。

連携大学ユーザ……本学が知プラ e 事業として

提供している共同実施科目の履修生のうち、

moodle に登録されている連携大学のユーザ数で

ある。

(Ｆ）ログインしたユーザ数は、全学認証 ID を使って

ログインしたことのあるユーザの数である。

(Ｇ）延べログイン数は、全学認証 ID を使ってログイ

ンする度にカウントされる数である。複数回ロ

グインした場合は、それぞれを数えている。

(Ｈ）延べアクセス数は、moodle ログイン後、各リソー

スに対して何らかの操作を行った数である。

ページを閲覧する、動画を開く、小テストを受験

するなどがこれにあたる。ログイン回数、アク

セス数は、第１学期・第２学期それぞれの数を数

えた。

結果
登録されている全ユーザ数は、2019年度と大差ない

が、連携大学ユーザは２倍近く増加している。利用率

は全体で95% を超えた。オンライン授業を受講する

学生の利用率が増加したことは当然であるが、教職員

の方が高い利用率となっている。

延べアクセス数は、第１学期、第２学期ともに2019

年度の10倍を超えた。延べログイン数でみると10倍に

やや届いていない。このため、ログインあたりのアク

セス数が2019年度よりも増加し、19を超えている。

３．過去６年間の利用状況の推移
これまでに発行された高知大学 moodle 利用状況レ

ポート4-8)から、2015～2020年度の利用状況の推移を

表３，４および図１～４にまとめた。2020年度に利用

が急増した様子が顕著に表れたものとなっている。

なお、表３，４の数値については、2017年度のみ高知

大学moodle2018利用状況レポートでの「昨年度の数値」

を用い、その他は当該年度のレポートの数値を使用し

ている。2018年度レポートからユーザ数の数え方をそ

れ以降に利用されている方法に変更しており、2017年

度もその方法による数値に合わせるためである。2018

年度からの方法で算出した数値のない2015，2016年度

のユーザ数等は割愛している。表４，図３，４は本学

学生、本学教職員、連携大学ユーザの全体を対象に集

計したものである。また、年度により項目の名称に多

少の違いがあり、厳密に対応した数字でない箇所もあ

るが、大勢に影響ないと判断して採用している。
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表３．科目別moodle 利用状況の推移

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

moodle 準備科目数 6,010 6,018 6,363 6,502 6,962 7,112

moodle 利用科目数 33 51 116 180 291 1,751

moodle 利用率 0.5% 0.8% 1.8% 2.8% 4.2% 24.6%

利用科目への登録ユーザ数 1,683 2,088 5,981 9,258 15,163 116,453

科目にアクセスしたユーザ数 1,255 1,370 4,743 7,307 12,726 77,355

登録ユーザの利用率 74.6% 65.6% 79.3% 78.9% 83.9% 66.4%
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図１．利用科目数と利用率

図２．科目での登録ユーザ数と利用率の推移

表４．総ユーザ数・利用率等の推移

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

総ユーザ数 - - 9,293 9,281 8,875 8,982

ログインしたこと
のあるユーザ数 - - 3,852 4,617 6,583 8,588

利用率 - - 41.5% 49.7% 74.2% 95.6%

ログイン数 20,606 19,622 72,317 101,976 186,838 1,763,978

アクセス数 365,741 337,750 1,361,145 1,725,780 3,103,877 34,503,891

ログインあたりの
アクセス数 17.7 17.2 18.8 16.9 16.6 19.6
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図３．総ユーザ数と利用率の推移

図４．延べログイン数と延べアクセス数の推移

図５．ログインあたりのアクセス数の推移



考察
2020年度は、新型コロナウイルスの感染拡大により、

moodle 利用に関する外部の条件が劇的に変化した１

年であった。高知大学 moodle の利用は、学部生対象

の授業を中心に、科目の利用率で2019年度の約６倍、

学習活動に対応するアクセス数で約10倍の増加が確認

できた。高知大学 moodle は高知大学の教育活動を支

えるプラットフォームの１つとして、大きな役割を果

たしていると言える。2019年度には、高知大学の学

生・教職員の72.7% が高知大学 moodle を利用してい

たが、この経験は、2020年度のオンライン授業への移

行に際し、少なからず役立ったものと想像される。

高知大学 moodle では、非同期型のオンライン授業

を提供できるが、同期型のオンライン授業が採用され

た授業もあり、そのような授業の比率の違いが、学部

生対象授業の moodle 利用率の差となったと考えられ

る。また、対面授業が原則禁止とはならなかった大学

院の授業では、学部生対象の授業と比べると、moodle

利用の伸びは小さかった。ただし、教職実践高度化専

攻と看護学専攻では、他の専攻と比べて高い利用率と

なった。その背景には、入学者に社会人の比率が多い

ことや、学外での実習が教育での重要位置を占めてい

ることから、対面や同期型オンライン授業の実施が難

しいといった理由が考えられる。中教審答申「2040年

に向けた高等教育のグランドデザイン」３）では、社会

人や留学生の積極的な受け入れやリカレント教育充実

の方向性が挙げられていることからも、高知大学

moodle は教育プラットフォームとして大きな役割を

果たしていくことと考えられる。

moodle 利用科目の増加に対し、利用科目への登録

ユーザ数はより大きな増加となっているが、従来は対

面で実施されていた「大人数科目」がオンライン授業

となったことを反映していると思われる。また、学部

生対象科目では、「利用科目への登録ユーザ数」に対す

る「科目へアクセスしたユーザ」の割合は減少してい

るが、同期型オンライン授業での補助的な利用（当日

配布した資料のアーカイブなど）や、授業のオンライ

ン移行の際に、moodle 利用を検討したものの使われ

なかった科目などが影響していると考えられる。後者

は、このレポートでの moodle 利用科目数の算出方法

を改良することで、より実態に近い数字を得られる可

能性があるため、今後の検討課題である。（現在はコー

スを「表示化」して学生がアクセス可能にしてある数

を求めている。）

連携大学ユーザ数の２倍近い増加は、高知大学が提

供する知プラ e 科目を受講する他大学の学生が増加し

たということを意味している。新型コロナウイルス感

染拡大により授業がオンラインに移行したため、学生

にとって知プラ e 科目とその他の科目の違いが小さく

なったと考えられる。また、知プラ e において、一部

の科目の定員を急遽増やして、授業のオンライン化に

対応したことも一因となっている。

学生よりも教職員の方が、moodle 利用率が高くなっ

ている要因としては、2019年度から「法人文書管理研

修・個人情報保護研修・情報セキュリティ研修」や「情

報セキュリティポリシー自己点検」等が moodle に掲

載されるようになったことや、2020年度の各種研修の

オンデマンド研修化（「教職員限定のメンタルヘルス

研修会」や「医学部附属病院の職員限定の研修コンテ

ンツ」など）が挙げられる。

ログインあたりのアクセス数は2017年度から2019年

度まで減少が続いていたが、2020年度には増加に転じた。

2019年度までは、一人の学生が受講する非同期型オン

ライン授業科目は多くなかったため、減少は「たまった

課題を一度にやっつける」スタイルから、「定期的に履

修を続けていく」スタイルの広がりが反映されたものと

推察されたが、本年度は学生が受講するmoodle 科目数

が多くなったため、１度のログインで従来よりも多くの

科目の学習を行ったものと推察される。

2021年度も、高知大学ではオンライン授業が幅広く

実施される現状であり、この状況は少なくとも今後数

年間は継続されるものと予想される。高知大学 moo-

dle というプラットフォームの上で実施される授業

が、より教育効果の高いものとなるよう、大学連携

e-Learning 教育支援センター四国高知大学分室も力

を尽くしていきたい。
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